
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

    

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【かわる自分】～つづける はじめる～ 

 

１ あいさつをしましょう 

２ 廊下を正しく歩きましょう 

３ 時刻を守りましょう 

令和７年１２月１７日 第１６号 

学校だより 

全国学力・学習状況調査の結果について① 
６年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査の結果について、本校の概要をお伝えします。

今後は、学校運営協議会はじめ保護者・地域の皆様と共有を図りながら６年生以外の学年や中学校の

状況等、様々な視点より分析を進め教育活動や授業改革に生かしていきます。 

詳細の結果や分析については、今後学校 HPにも随時掲載する予定ですのでご覧ください。 

【各教科について】 算数は全国平均を大きく上回り、国語・理科は全国平均を上回りました。 

 国語～「情報の扱い方に関する事項」「書くこと」領域において全国平均を大きく上回りました。 

    「話すこと・聞くこと」領域において全国平均を下回りました。 

算数～「数と計算」や「測定」領域において全国平均を大きく上回りました。 

理科～「生命を柱とする領域」において全国平均を大きく上回りました。 

   「エネルギーを柱とする領域」において全国平均を下回りました。 

【児童質問紙より】 

〇国語、算数、理科とも「学習が好き」「将来社会に出たときに役立つ」と感じている児童が多く、「学

校にいくのが楽しい」「PCやタブレットを学習に活用している」と感じている児童が増えている。 

▲「授業以外での一日の読書量」について「全くしない」「10分以下」の児童の割合が多い。 

 １２月になり朝晩の気温もぐっと冷え込むとともに降雪もあり、本格的な冬の到来です。 

子ども達も厚手の上着や帽子、手袋など冬の装いとなりました。大雪が降り狭い歩道、慌て

て走ったり、お友達との会話に夢中になりよそ見をしてしまうなどは、とても危険で事故の

もとです。時間と心に余裕を持つこと、決められた通学路を交通ルールを守り登下校するこ

と、放課後の過ごし方や帰宅時間など、繰り返しご家庭でもお子様と話題にしてくださいま

すようお願いします。雪山に登ることと、雪玉を投げることも大変危険です。 

 学校は、多くの皆様に来校いただきました学習発表会や参観日を終え、２学期のしめくく

りの活動となります。一人一人の良さや成長と、集団としての高まりを振り返るとともに、

３学期にむけての課題や目標を整理していくことになります。引き続き、保護者地域の皆様

のご理解やご支援、どうぞよろしくお願いします。 

 

６年間の成長の証です！（６年生） 大人に負けないぞ！（土曜寺子屋）

屋） 

冬道交通安全教室（１年生） 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

 

 

 

  

 

 
 

 

  
 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

けいほくっ子 みんなが主役！ 

かわる自分！ 

☆第 6回優至会チャレンジカップ 

フルコンタクト３年男子 B 

優勝３年 堀川 翔也さん 

☆第２７回とかち U11サッカー

大会（フクハラ杯オータム） 

優勝５年 堀川 蓮人さん 

  （帯北 FC U12） 

☆第４４回ミカサカップ 

 全十勝小学生バレーボール大会 

準優勝５年 三好 亨汰さん 

   （帯広 JJB） 

☆カルビーポテトカップ 

小学生高学年の部 

優勝５年 西村 織さん 

  （ロッカフォルテとかち） 

☆第５２回東北海道柔道スポーツ 

少年団柔道大会４年生以下の部 

優勝４年 番場心大朗さん 

   （帯広柔道少年団 A） 

☆第 48回北海道ジュニア体操 

 競技選手権大会 男子団体 C2 

第二位３年 坂本 悠汰さん 

  （十勝ジュニア体操クラブ） 

☆帯広市スポーツフェスティバル 

 アーチェリー全十勝ターゲット 

 選手権大会 

第二位３年 織田 圭一さん 

☆第 24回オール十勝ジュニアフットサル大会 

 U9グループ 準優勝 

２年 渡邊 碧生さん  佐々木志優さん 

   髙橋 岳 さん  野呂 叶翔さん 

（帯広ジュニアサッカークラブ） 

12月８日深夜、大きな地震があり不安になった方も多かったと思います。幸い校舎内に被 害はあり

ませんでしたが、改めて防災時の体制や訓練について危機意識を高めていきます。ご家庭でも登下校時や

放課後などに地震がきた際は「落ち着いて、慌てずに、命を守る」行動についてご確認ください。 


